
 

  

 

 

 

 本日は、11/10 ガバナー公式訪問に先駆けての、ガバナー補佐訪問の例会となり

ます。 

 本年度のガバナー補佐は、当クラブの矢島進ガバナー補佐が担当しております。 

林幹事並びに副幹事の皆様、小口ＩＭ実行委員長、一年間の活動ご苦労も多いと存

じますが、我々岡谷ＲＣメンバー一丸となり協力いたしますので、残り８ヶ月の成

功を楽しみにしております。例会終了後のクラブ協議会と長丁場になりますが、よ

ろしくお願いいたします。 

 １０月は米山月間です。 

２６００地区米山記念奨学委員会には小口裕司会員に出向していただいております。 

当クラブ山崎典夫米山記念奨学事業委員長から、先日米山の小冊子が配布され内容

はご承知だと思いますが少々補足をさせていただきます。 

 公益財団法人ロータリー米山奨学会 

ロータリーが共同で運営する民間奨学団体です。 

日本で学ぶ外国人留学生に奨学金を支給しており、国際奨学事業で国内最大規模の

事業です。 

「将来日本と世界を結ぶ懸け橋となって国際社会で活躍し、ロータリー運動の良き

理解者となる人材を育成する」１９５２年東京ＲＣ「米山基金」がスタートです。 

日本のＲＣの創始者・米山梅吉・の生前の功労を称え命名。 

２０２０年度奨学生８８３名、事業費１４億６千万円これまでの累計 2.1 万人全て

ロータリアンの寄付で賄われています。11/24 の卓話には、世話クラブ長野南ＲＣ

の米山奨学生「賈 伝艶（カデンエン）」さんを予定しております。 

 

 次週 11/3は休会です。 
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 次回 11/10はガバナー公式訪問となり、会場はメモリーですのでお願いします。 

 

社会奉仕委員会  10 月 18 日（日）の諏訪湖一斉清掃には、早朝より大変多くの

皆様にご参加いただきありがとうございました。 
 

 

 

 

 年度当初、7月 13 日のエコーＲＣに始まり、今日の岡谷ＲＣの訪

問で諏訪グループ 7 クラブのガバナー補佐訪問が終了します。全て

のクラブにご同行いただいた林裕彦幹事はじめ、今日まで私を支え

ていただきました皆様に感謝申し上げます。 

 諏訪グループ内では、どのクラブも地域色を反映した事業をされており、会員の

皆さんからは、自クラブに対する誇りと愛着が伝わり、それぞれの地域にＲＣが存

在する事は地域の活性化に一役買っていると思いました。一方、全クラブの懸案事

項は会員増強であります。時代背景もあると思いますが、皆さん大変苦慮されてお

りました。もう一つの課題はコロナ禍でありますが後ほど触れさせていただきます。 

 それでは、これから成田守夫ガバナーのメッセージ紹介をさせていただきます。 
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 只今、ガバナーからのメッセージをご覧いただきました。 

 先ほどのメッセージの中でガバナーが一番伝えたいことは「ロータリーから信州

を元気に」であります。昨年 10月 17 日に台風 19号の千曲川大水害を目の当たりに

したガバナーは、ロータリーから信州を元気にできないかという思いに至ったよう

です。昨年度、地区内のＲＣから千曲川災害に支払われた義援金はマスコミベース

で約１５００万円であったようですが、ガバナーは金額の大きさはどうであれ、ロ

ータリアンが地域を良くしようという気持ちが大切であると言われました。また「私

共は新たな自律的な地域振興に向けて、ロータリーから信州を元気にする為、力強

く行動して参ります。」と述べております。 

 当面の課題として、先の見えないコロナ禍は、全クラブ共通の課題であります。

クラブ活動も制約を受けることが多く、過渡期を迎えている様にも思います。 

 私はクラブ計画書の中で「コロナ禍において

は、既成概念を見直し、環境の変化に適応する

組織が継続できる。そして、諏訪グループが連

携を密にしてあらゆる難局に対し智慧を出し合

い元気になり、諏訪地域が元気になることから

信州を元気に」といった内容を書かせていただ

きました。 

 



 
そんな経緯から、コロナ禍の今年度、７クラブは事業をどのように遂行し、所期

の目標を達成しようとしているか、各クラブにて情報交換をしていただき、コロナ

等の感染症や緊急事態でも、事業や例会を行えるような組織を強化して欲しいと考

えました。 

 最近ではコロナ禍がオンライン化の牽引役となっておりますが、オンライン化を

積極的に取り入れ、組織を強化されているクラブは諏訪湖ＲＣです。例会への出席

をオンラインで行うことを可能にし、会員間の交流もラインで行うなど緊急事態に

おける体制づくりを構築しつつあります。諏訪グループ内でもオンライン化を推進

するために、会長幹事会において諏訪湖ＲＣの新体制を発表していただきました。

温度差はあるものの諏訪グループ内のＩＴ導入は確実に高まっております。 

 来る３月６日には、今年度のメイン事業となるＩＭを開催いたします。神奈川県

出身のイルフ童画館の山岸吉郎館長さんに客観的視点から諏訪地域の魅力や強みを

語っていただき一人でも多くのロータリアンに地域への誇りと愛着が増せば、おの

ずと諏訪地域が元気になり「ロータリーから信州を元気に」につながると思います。 

 開催に向けてはコロナ禍への対応として、三密を避けるためにメイン会場の人数

制限を行いますが、全員参加を促すためにクラブ毎にオンラインを使ったサブ会場

を設けてもらいます。 

 小口泰史ＩＭ実行委員長はコロナ禍であっても安全を優先し必ず実行すると決意

を述べられました。役員一同は開催できることを信じＩＭ実行委員長を中心に奮闘

いただいております。この場をお借りし、改めて皆さんにはご協力をお願いします。 

 結びに、今年度はコロナ禍と共にロータリー活動を行ってきたと言っても過言で

はありません。最近では、やり方次第で可能になる事業も多いのではと思っており

ます。一言でいえばポジティブ思考と言うことですが、これから冬季に向けては予

断を許しません。これからも７クラブが智慧を出し合い、より一層連携を深め、こ

の難局を乗り切りたいと考えております。 

 私も後半に向け前向きにガバナー補佐を全うしたいと考えております。皆様には

今後とも変わらぬご理解ご協力を申し上げガバナー補佐訪問とさせていただきます。 

 

 



 

  

諏訪グループガバナー補佐 矢島 進 ・補佐幹事 林 裕彦 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

林 裕彦  皆さんのおかげで２回目の優勝をさせていただきました。ありがとう

ございました。 

宮澤由己  皆様のお陰で準優勝させていただきました。ありがとうございました。 

今井康善・牛山幸一・梅垣和彦・江黒寛文・太田博久・大滝祐吉・大橋正明・小口

国之・小口 隆・小口泰史・小口裕司・尾関秀雄・笠原新太郎・片桐伸介・小林大

介・小宮山英利・佐伯克己・佐藤有司・瀬戸雅三・高木昭好・髙木克彦・竹村一幸・

中嶋孝一・中村文明・濵 毅・濵 俊弘・林広一郎・林 尚孝・平沢清文・宮坂晃介・

宮坂 伸・宮坂宥洪・守屋麻里・矢島 貴・矢島 実・山岡俊幸・山崎典夫 
本日はガバナー補佐訪問です。皆様よろしくお願いいたします。 
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